
熊本県内路線バス事業に関する
データの公表について
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１．はじめに
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はじめに、本年７月の豪雨災害で被災された皆さまへ心よりお見舞い申し上げます。そして、被災地の一日も早い復
旧・復興を祈念申し上げます。

路線バス事業については、利用者の減少や運転士の不足が深刻化し、バスサービスの廃止や縮小を余儀なくされて
いる状況が続いています。さらには、新型コロナウイルスの影響を受け、厳しい経営状況が続いています。 このような
中、我々熊本県内の路線バス事業者５社は、一人でも多くの県民の皆様に路線バスをご利用いただき、日常生活を支
える移動手段としてバスサービスを維持・拡充していくため、共同経営型の事業形態に移行し、会社の垣根を越えた
様々な取組を進めていくことを、本年１月に確認しました。そして、この取組の一環として今回、路線バス事業に関する
データを皆さまに公表する運びとなりました。 このデータ公表を契機として、バス事業へのご理解ご協力を賜り、バス
をはじめとする公共交通をより多くの方がご利用いただくことに繋がれば幸いです。また、様々なデータを沿線自治体
をはじめとする関係者の皆様と十分に共有しながら、地域のまちづくりに貢献していきたいと考えております。

路線バスは、大型２種免許を取得した、いわゆるプロの運転士が運転する安全安心な移動手段と言えます。各社の
運転士及び従業員は、日々の体調管理を徹底し、車両の安全点検や新型コロナウイルスの感染防止策を入念に行う
など、皆さまに快適に利用いただける準備を常に整えています。また、路線バスをはじめとする公共交通を利用すると
以下の様なことが期待されますので、普段は自家用車を利用されている方におかれましても、時には公共交通を使っ
て移動されてみてはいかがでしょうか。

・徒歩機会が増えることにより、ご自身の健康増進に繋がる。
・例えば行先で飲酒を伴う食事をしても、帰りの移動を心配する必要がない。
・車窓からまちの様子などを見ることができ、新たな発見につながる。
・移動する際のＣＯ２排出量が減り、環境負荷の軽減に繋がる。
・公共交通を利用することが、何よりもその路線の維持・確保に繋がる。

今回のデータ公表をスタートとして、今後、共同経営に向けた取組を着実に進めて参ります。県民の皆様におかれま
しては、路線バスをはじめとする公共交通についてご理解ご協力いただくとともに、様々な生活シーンにおいて、公共
交通をご利用いただければ幸いです。

令和２年１１月１３日
共同経営準備室長（熊本都市バス㈱社長） 高田 晋



２．共同経営について
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１ バス事業者は、熊本の公共交通ネットワークにおいてバス交通が担うべき役割（＝
あるべきバス路線網）を将来にわたり維持し、かつその利便性・生産性を最大限向上
させるため、会社間の垣根を越えて路線再編等の取組を実施する。

２ バス事業者は上記１の取組を実現していくため、国の未来投資会議で示された独
占禁止法特例法案成立後に“共同経営型”の事業形態へ移行することを前提に準備
を進めることとし、令和２年（2020年）４月に、熊本都市バス株式会社内に共同経営準
備室を設置する。

３ バス事業者はスタートアップ事業として、利用促進策（共通定期券等）の実施や
路線バス事業に関するデータ公表を令和２年（2020年）内に行う。

■今後の方向性

２－１ バス交通のあり方に関する今後の方向性

将来にわたり地域の実情に応じたバスサービスは県民・市民にとって不可欠であり、
わかりやすく利便性の高いバスサービスを提供することで、より多くの県民・市民に公
共交通を利用して頂くため、本検討会においてバス交通のあり方に関する今後の方向
性を以下のとおり確認した。

※第５回「熊本におけるバス交通のあり方検討会」（令和２年１月２７日）資料より



６
経営資源の

最適配置

現在の５社の垣根にとらわ
れず、常に運転士や車両
の最適配置を検討します。
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あるべきバス路線網とは、利用者のニーズに沿った利便性の高い持続可能なバス路線網
を指す。この実現に向けて路線バス事業者５社がその垣根を越えて取り組むことはもとよ
り、鉄軌道事業者・タクシー事業者・関係機関・地元自治体等とも緊密な連携が必要。

２－２ あるべきバス路線網の実現に向けた取組

バスレーンを
伴う階層化

４

バスレーンの導入などとと
もに、バス路線の幹線支
線化を進めます。

５ 利用促進策の拡充

共通定期券、乗継割引の
拡充、均一運賃制などの
検討を進めます。

１
重複区間等の

最適化

バス同士や鉄軌道との重
複区間等で、需給バランス
の最適化を図ります。

３ 新規路線等の拡充

わかりやすく利用しやすい
新規路線やニーズに沿っ
た増便を進めます。

コミュニティ交通等
と連携したNW維持

２

需要に応じてバスとコミュ
ニティ交通等が役割分担
し、NW全体を維持します。

▲あるべきバス路線網の実現に向けた取組と対象エリア

※ＮＷは、ネットワークを指します。

※上図は2018年度当時のバス路線網

※第５回「熊本におけるバス交通のあり方検討会」（令和２年１月２７日）資料より



３．データ公表の目的
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３－１ データ公表の目的

■公共交通についてご理解・ご協力いただくため

• 路線バスをはじめとする公共交通を維持・拡充していくためには、バス
事業者が共同経営に関する取組などを進めるとともに、県民の皆様や
沿線自治体、他の交通事業者など様々な方の、ご理解とご協力が必要
です。

■公共交通をもっとご利用いただくため

• データを定期的に公表することで、路線バスの現状や取組にご興味を
持っていただき、より多くの方が路線バスをはじめとする公共交通をご
利用いただくきっかけになれば幸いです。

• また、公共交通をご利用いただくことは、ご自身の健康増進・環境負荷
の軽減・将来にわたる公共交通の維持や拡充などに繋がることが期待
されます。

■地域のまちづくりに貢献するため

• 例えば、地域の方針に沿った使いやすいバス路線網への再編などによ
り、地域のまちづくりに貢献していくことを目指します。このために、路線
バスに関する様々なデータを関係者の皆様と十分に共有していきます。



４．路線バス事業のデータ
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４－１ 路線バス事業者（５社）

九州産交バス
産交バス※

熊本電鉄

熊本バス

熊本都市バス

会社名 運行エリア

※九州産交バスの子会社
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４－２ 輸送人員・実車走行キロの推移（５社合計）

＜備考＞
要素別原価報告書を基に共同経営準備室作成。高速バス・空港リムジンバスは除く数値。
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（輸送人員：万人、実車走行キロ：万ｋｍ）

2,674万ｋｍ

2,905万ｋｍ

2,824万ｋｍ

2,746万人 2,705万人

路線バスの輸送人員は年々減少し、この4年間で約11％減少。実車走行キロは4年間
で約18％減少。双方ともに2016年度は熊本地震の影響により落ち込みが特に大きく、
以降も回復に至っていない。
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４－３ 直近の月別輸送人員・運行回数の推移（５社合計）

＜備考＞
各社への聞き取りを基に共同経営準備室作成。高速バス・空港リムジンバスは除く数値。

サクラマチクマモト開業効果等により、路線バスの輸送人員は1月までは前年を上回っ
ていた。3月以降はコロナウィルスの影響で前年を大きく下回っているが、「密」を回避
する観点から運行回数は維持している。

0

20

40

60

80

100

120

98％

74％

50％ 49％

79％ 79％
71％

104
％

102
％

104
％

105
％ 98％ 97％ 98％ 93％ 98％ 94％

97％ 93％

輸送人員

運行回数

（※数値は対前年比）

（％）

95％ 95％ 97％ 96％

69％



13

４－４ 運転士数の推移（５社合計）

全国的に自動車運転の職業※1に関する人手不足が深刻化しており、乗合バスの運転
士の確保においても課題が生じている。特に、熊本の場合は、熊本地震の影響で運転
士不足が深刻化しており、今後さらに運転士数が減少することが見込まれる。※2

＜備考＞
要素別原価報告書を基に共同経営準備室作成。乗合事業と貸切事業を兼務した場合は、実績に応じて按分した数値。
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※1 路線バス、貸切バス、トラック等運転の職業 職業分類表より（厚生労働省）
※2 熊本におけるバス交通のあり方検討会検討成果（2020.1.27）：2018年度から10年後には149人不足する見込み。
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４－５ 路線バス事業の経常収支の推移（５社合計）

輸送人員の減少に伴い、運送収入は減少。一方、実車走行キロは減少しているもの
の、一人当たりの人件費増加等により運送費用はほぼ横ばい。各社経常収支は厳し
い状態が続いている。

＜備考＞
要素別原価報告書より共同経営準備室作成。高速バス・空港リムジンバスは除く数値。収入は経常収入、費用は経常費用を指す。
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４－６ 路線バス事業に対する行政支援額の推移（５社合計）

バスのサービス水準（実車走行キロ等）は減少傾向にあるが、行政からの支援額※は
増加傾向にあり、財政負担も重くなっている。

＜備考＞
要素別原価報告書より共同経営準備室作成。

0

5

10

15

20

25

30

2015年度

（Ｈ27）

2016年度

（Ｈ28）

2017年度

（Ｈ29）

2018年度

（Ｈ30）

2019年度

（Ｒ1）

（億円）

27.1億
円

30.3億
円

28.0億
円

28.4億円 29.1億
円

※ 国、県、市町村からのバス運行に関する補助金



16

４－７ ５社合計値の一覧表

＜備考＞
系統数は運行系統別輸送実績報告書より作成。その他は要素別原価報告書を基に作成。

2015年度2016年度2017年度2018年度2019年度

輸送人員（千人） 29,974 26,656 27,460 27,050 26,737

実車走行キロ（千ｋｍ） 32,492 29,617 29,048 28,235 26,742

系統数（系統） 600 592 573 531 518

運転士数（人） 984 984 903 890 873

車両数（両） 895 883 880 848 826

経常収入（百万円） 6,302 5,530 5,923 5,688 5,719

経常費用（百万円） 9,057 8,995 9,019 9,095 8,955

経常収支（百万円）
▲

2,755
▲

3,464
▲

3,096
▲

3,407
▲

3,236

行政支援額（百万円） 2,713 2,797 2,844 2,914 3,032



５．今後の取組
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５－１ 今後の取組について

バス交通が担うべき役割（＝あるべきバス路線網）を将来にわたり維持し、かつその利
便性・生産性を最大限向上させるため、会社間の垣根を越えて路線再編等のあらゆる
取組を実施する。

１．共同経営計画（第１版）の策定
⇒複数のバス事業者が重複して運行している区間について、会社間でサービス
内容を調整し、需給バランスに合わせた効率化やダイヤの等間隔化などを行う。

２．新サービスの導入検討
⇒利便性向上が見込まれる新たなサービス（例：共通定期券、エリア均一運賃等）に
ついて、その具体的な内容や効果を調査し、導入を検討する。

３．（仮称）まちなかループバスの導入検討
⇒熊本駅・桜町周辺・通町筋をわかりやすく・はやく結ぶループバスの運行について、
導入を検討する。

５社連携による利便性向上と経営基盤強化を進め、
安心して快適にご利用いただけるバスサービスの提供に繋げます

■共同経営に関する主な事業（2020年度分）



【参考資料】
各社営業所ごとのデータ
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＜備考＞
路線図は2020年4月時点のものです。
営業所間で重複するデータがあるため、各社営業所ごとのデータの合計値と５社合計値が、
異なる場合があります。



熊本都市バス【小峯営業所】の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

熊本都市バス：小峯営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人



熊本都市バス：本山・上熊本営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

熊本都市バス：本山・上熊本営業所の路線網

© OpenStreetMap contributors

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人



熊本電鉄の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

熊本電鉄の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

合志市 61,818人

菊陽町 43,350人

菊池市 46,119人



熊本バスの系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

熊本バスの路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

嘉島町 9,575人

御船町 16,444人

甲佐町 10,006人

美里町 9,164人

山都町 13,349人

宇土市 36,027人

宇城市 57,226人



九州産交バス：熊本・木山営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

九州産交バス：熊本営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

益城町 32,552人

菊陽町 43,350人



産交バス：熊本営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：熊本営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

益城町 32,552人

西原村 6,491人

南阿蘇村 10,258人

高森町 5,745人



九州産交バス：熊本・木山営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

九州産交バス：木山営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

益城町 32,552人

菊陽町 43,350人



産交バス：木山営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：木山営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

益城町 32,552人

西原村 6,491人

大津町 34,911人

御船町 16,444人



九州産交バス：光の森営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

九州産交バス：光の森営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

菊陽町 43,350人

大津町 34,911人



産交バス：大津営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：大津営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

大津町 34,911人

菊池市 46,119人

山鹿市 49,044人

西原村 6,491人

益城町 32,552人



九州産交バス

系統数
実車走行キロ
輸送人員
（5年間）

山鹿営業所

九
州
産
交
バ
ス
：
山
鹿
営
業
所
の
路
線
網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

山鹿市 49,044人



産交バス：山鹿営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：山鹿営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

山鹿市 49,044人

菊池市 46,119人

大津町 34,911人

和水町 9,155人

南関町 8,900人

玉名市 64,327人



九州産交バス

系統数
実車走行キロ
輸送人員
（5年間）

2019年度

2018年度

2016年度

2017年度

2015年度

松橋営業所 九
州
産
交
バ
ス
：
松
橋
営
業
所
の
路
線
網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

宇土市 36,027人

宇城市 57,226人



産交バス：松橋営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：松橋営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

宇土市 36,027人

宇城市 57,226人

美里町 9,164人



産交バス：玉名営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：玉名営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

熊本市 738,567人

玉東町 5,037人

玉名市 64,327人

荒尾市 50,792人

南関町 8,900人

長洲町 15,352人

和水町 9,155人

山鹿市 49,044人



産交バス

系統数
実車走行キロ
輸送人員
（5年間）

八代営業所 産
交
バ
ス
：
八
代
営
業
所
の
路
線
網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

宇土市 36,027人

宇城市 57,226人

八代市 122,354人

氷川町 11,116人

芦北町 15,811人

津奈木町 4,256人

水俣市 23,340人



産交バス

系統数
実車走行キロ
輸送人員
（5年間）

水俣営業所 産
交
バ
ス
：
水
俣
営
業
所
の
路
線
網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

八代市 122,354人

芦北町 15,811人

津奈木町 4,256人

水俣市 23,340人



産交バス：人吉営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：人吉営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

人吉市 31,530人

錦 町 10,142人

あさぎり町 14,480人

多良木町 8,847人

湯前町 3,578人

水上村 2,033人

相良町 4,023人

五木村 898人

山江村 3,205人

球磨村 3,103人



産交バス：三角営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：三角営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

宇城市 57,226人

上天草市 24,082人

宇土市 36,027人



産交バス：天草・牛深営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：天草・牛深営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

天草市 75,327人

苓北町 7,003人

上天草市 24,082人



産交バス

系統数
実車走行キロ
輸送人員
（5年間）

阿蘇営業所

産
交
バ
ス
：
阿
蘇
営
業
所
の
路
線
網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

阿蘇市 24,946人

小国町 6,543人

南小国町 3,712人

産山村 1,363人



産交バス：高森営業所の系統数・実車走行キロ・輸送人員（5年間）

産交バス：高森営業所の路線網

<参考>

運行エリアの人口（2020年10月1日現在）

高森町 5,745人

南阿蘇村 10,258人

西原村 6,491人

大津町 34,911人

益城町 32,552人

熊本市 738,567人


